
別紙　統合カルテビューア（電子カルテ原本担保システム）　要求仕様書

仕様

1 1 基本的要件

1 1 1 基本的要件

1 1 1 1 現在利用中の電子カルテシステム（キャノンＩＴＳメディカル社　HAPPY ACTIS）の、
診療情報を参照するための仕組みとして構築すること。
下記の費用も含めること
・現在の電子カルテデータの抽出費用
・必要とするサーバ（ラック）、ミドルウエアなどの費用

1 1 1 2 令和9年5月1日から運用開始が出来ること。

1 1 1 3 現電子カルテシステムの廃止前にデータ抽出を完了し、新電子カルテシステム（富士通
Japan社 Hope LifeMark-HX）運用開始に支障なく参照環境を開始できること。
支障なく参照するために複数回のデータ抽出が必要な場合には、その費用も含むこ
と。なおデータ抽出にあたり、現電子カルテシステムから新電子カルテシステムへ移行
するために用意した移行データを利用することについては、構わないとする。

1 1 1 4 新たに導入する新電子カルテシステム（富士通Japan社 Hope LifeMark-HX）か
ら、患者番号を引数として該当患者の診療情報を参照できること。

1 1 1 5 新電子カルテシステムのデスクトップ（操作画面）のアイコンなどから単独で起動でき
ること。

1 1 1 6 診療情報は、厚生労働省の電子保存に関する三原則（真正性、見読性、保存性）を満た
すよう保管、印刷ができること。

1 1 1 7 職員または職種毎に利用者権限設定ができること。

1 1 1 8 操作ログを記録、参照できること。

1 1 1 9 認証に使用するID、パスワードなどは新電子カルテシステムから同期できること。

1 1 1 10 本参照システムは現電子カルテの原本担保システムとなる。対象データは、現電子カ
ルテシステム稼働開始から稼働終了までの全期間・全患者を対象とする。

1 2 カルテ参照機能

1 2 1 利用者認証・患者選択

1 2 1 1 利用者認証ができること。

1 2 1 2 カナ患者検索から患者選択ができること。

1 2 1 3 漢字患者検索から患者選択ができること。

1 2 1 4 患者参照履歴から患者選択ができること。

1 2 2 各情報参照

項番
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1 2 2 1 患者基本情報の参照ができること。

1 2 2 2 カルテ記載情報が参照ができること。

1 2 2 3 カルテ記載情報の修正歴が参照ができること。

1 2 2 4 カルテ記載情報の削除歴が参照ができること。

1 2 2 5 オーダ情報が参照ができること。

1 2 2 6 オーダ情報の修正歴が参照ができること。

1 2 2 7 オーダ情報の削除歴が参照ができること。

1 2 2 8 予約情報が参照ができること。

1 2 2 9 患者プロファイルの参照ができること。

1 2 2 10 病名情報が参照ができること。

1 2 2 11 文書情報の参照ができること。

1 2 2 12 検体検査結果の参照ができること。

1 2 2 13 バイタル情報の参照ができること。

1 2 2 14 看護計画の参照ができること。

1 2 2 15 患者履歴情報の参照ができること。

1 2 2 16 患者掲示板情報の参照ができること。

1 2 3 その他参照機能

1 2 3 1 検査歴（一般）参照ができること。

1 2 3 2 画像、レポートのWeb参照ができること。

1 2 3 3 HTML文書の参照ができること。

1 2 3 4 シェーマの参照ができること。

1 2 3 5 薬歴の参照ができること。

1 2 3 6 電子カルテシステムのドキュメント作成機能で作成した文書の参照ができること。
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1 2 3 7 その他部門システムの画面を引数指定で起動できること。

1 2 4 診療支援参照機能

1 2 4 1 サマリ文書管理の参照ができること。

1 2 4 2 文書の参照・印刷ができること。

1 2 4 3 カルテ控え印刷（指示歴印刷）ができること。

1 2 4 4 退院サマリの参照ができること。

1 2 4 5 指示歴印刷ができること。

1 2 4 6 診療科・病棟選択ができること。

1 2 5 看護業務参照

1 2 5 1 経過表の参照ができること。

1 2 5 2 バイタルグラフの参照ができること。

1 2 5 3 バイタルグラフのスケールは重症病棟用に変更できること。

1 2 5 4 看護計画の参照ができること。

1 2 5 5 看護プロファイルの参照ができること。

1 2 5 6 看護サマリの参照ができること。

1 2 5 7 看護オーダーの参照ができること。

1 2 5 8 重症度、医療・看護必要度のA・B・C項目の日次評価参照ができること

1 2 5 9 看護サマリー（Excel形式）の参照ができること。Excel形式の取り込み・参照が難し
い場合には、準じた形式にて参照ができること。

1 2 6 情報検索機能

1 2 6 1 記事タイトルによる検索ができること。

1 2 6 2 期間による検索ができること。

1 2 6 3 診療科による検索ができること。

1 2 6 4 病棟による検索ができること。
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1 2 6 5 指示医による検索ができること。

1 2 6 6 更新者による検索ができること。

1 2 6 7 記事種別による検索ができること。

1 2 6 8 オーダ種別による検索ができること。

1 2 6 9 予約項目による検索ができること。

1 2 6 10 患者プロファイル種別による検索ができること。

1 2 6 11 文書名による検索ができること。

1 2 6 12 患者掲示板(付箋)種別による検索ができること。

1 2 6 13 検索条件を職員単位に保存できること。

1 2 7 コピー機能

1 2 7 1 記事全体のコピーができること。

1 2 7 2 SOAPなどの枠単位でのコピーができること。

1 2 7 3 任意の箇所の選択コピーができること。

1 2 7 4 患者プロファイルの値コピーができること。

1 2 7 5 シェーマ画像のコピーができること。

1 3 ログ参照

1 3 1 ログ参照

1 3 1 1 操作ログが記録され、管理者のみが参照できること。

1 3 1 2 操作ログは操作者のコードで検索できること。

1 3 1 3 操作ログは対象の患者IDで検索できること。

1 3 1 4 操作ログは操作端末で検索できること。

1 3 1 5 操作ログは機能名で検索できること。

1 4 外部連携
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1 4 1 WebAPI連携

1 4 1 1 患者属性情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 2 患者注意事項をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 3 オーダ日付をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 4 オーダ情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 5 カルテ日付をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 6 カルテ情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 7 予約情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 8 患者プロファイル情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 9 病名情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 10 文書日付をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 11 文書情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 12 検査結果日付をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 13 検査結果情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 14 看護時系列日付をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 15 看護時系列情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 16 看護計画日付をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 17 看護計画情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 18 入退院歴情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 19 受診歴情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 20 食事歴情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 21 パス履歴情報をWebAPIで取得可能なこと。

1 4 1 22 患者掲示板(付箋)情報をWebAPIで取得可能なこと。
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1 5 カルテ開示機能

1 5 1 出力機能

1 5 1 1 カルテ開示に対応できるように、カルテ記載・オーダーを含めた診療記録を一括出力
できること。

1 5 1 2 診療記録の一括出力として、データ出力（PDF）及び紙での印刷機能を有すること。

1 5 2 カルテ開示機能の利用制限

1 5 2 1 カルテ開示機能は、特定の管理者・ユーザーのみに限定する機能を有すること。

1 6 BCP対応

本機能はスコープには含まれないが、将来的に対応する計画があるため、機能を有す
ること。なお、対応費用・整備費用については本調達には含まれず、別契約となる。

1 6 1 障害時カルテ参照

1 6 1 1 データセンター設置されたサーバに対して、保管されたカルテデータを遠隔で参照で
きる機能を有すること。

1 6 1 2 各電子カルテ端末のクライアントソフトから、IP-VPN等安全な回線を通じて、カルテ
参照ができる機能を有すること。

1 7 名寄せ機能

本機能はスコープには含まれないが、将来的に対応する計画があるため、機能を有す
ること。なお、対応費用・整備費用については本調達には含まれず、別契約となる。

1 7 1 名寄せ候補の自動表示

1 7 1 1 サーバー内で名寄せ候補を自動で表示する機能を有すること。

1 7 1 2 名寄せする項目は、保険証番号、電話番号、氏名、生年月日から最も近い候補を自動
表示できる機能を有すること。
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